
市民交流センターの利用時間が変わりました！ 

利用者の皆さまにはご不便をおかけしますが、 

ご理解のほどよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

Vol.93

７６ 

発行：逗子文化プラザ市民交流センター（平成 30 年 4 月 20日） 

会議室のご利用に関して 

プールのご利用に関して 

新 し い 年 度 に な り ま し た 。新 １ 年 生 の 真 新 し い ラ ン ド セ

ル や 、少 し 大 き め の 制 服 に 身 を 包 ん だ 中 学 生 の 姿 が 可 愛

く も あ り 、 初 々 し さ を 感 じ ま す 。  

４ 月 は 何 か 新 し い こ と を 始 め て み た く な る 季 節 で す ね 。 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

逗子トモイクフェスティバル 

講座名 : 逗子トモイクフェスティバル 

日時  : 2018 年 3 月 24 日（土）、25 日（日） 

場所  ： 逗子小学校 ・ 逗子文化プラザホール ・ 逗子文化プラザ市民交流センター  

参加者 ： のべ 7260 名 

 なぎさホールやさざなみホール、ギャラリーでも様々な企画･展示が行われました。ホールの企画は当初チケットの売上が伸び悩み集

客に苦労しましたが、当日券の販売が好調で、来場者定員に達する企画もみられました。 

 イベント会場内を周遊してもらうことを目的としたイースターエッグも好評で、会場内の様々なところに隠された文字を見つけようと、

必死に会場内を歩き回る子どもたちと、それを手助けする大人の姿が目立ちました。 

 開催日の２日間とも好天に恵まれ、会場全体が多くの来場者で賑わいました。 

最終的に、来場者はのべ 7000 名を超え、おかげさまで大盛況のイベントとなりました。また開催期間中に大きなトラブルもなく、予定通

りすべての企画を無事に実施することができました。今回のテーマである｢30 年後の未来に向けて｣を、全部で 25 の企画者が、それぞ

れの視点や手法で表現した展示が行われました。 

市民交流センターでは、子どもだけでなく、その親の世代や、またその親の世代をも巻き込んで、ワークショップに参加して体験した

り、展示を見て考えたり、パフォーマンスを見て楽んだりする様子が随所に見られました。 

フェスティバルパークでは、飲食店だけでなく、様々なライブパフォーマンスやダンスなどが行われ、常に多くの人が会場を行き来す

る様子がみられました。 

イースターエッグハンティング 

 

みどりの市庭 

外貨コイン仕分けワークショップで 

楽しく国際協力 

 

 

 

立体折り紙アート 洋ナシを折る 

元タカラジェンヌから教わる！ 

美しい所作 

作ろう！小さな自然  

まんげきょうの世界 

 

「親子であそぼう」 

逗子おもちゃの図書館 

ぽこぽこ海とへにゃらら山の 

なかまたち with ワークショップ 

なっちゃん劇場型”紙芝居  

”with 舞と旋律 

 

コドモーション 

 

Music Fair 2018 

 

絵本と実写映像で知る月での生活「もしも月で暮らしたら」 

親子で参加する 0歳からの 

リトミックコンサート 

トモイク自転車教室 

「とも鉄」で「トモイク」だよ！全員集合！！ 

こたつで生 30’ｓ 

～逗子のこといろいろおしゃべり～ 

子ども茶会 

みんなのお茶会 

電波教室 電波のことを知ってラジオを作ろう  

おもちゃタイム”音箱” 

県立逗子高等学校総合的な学習作品展 

科学実験ショー「はらたく空気」 

あそボラ de あしたへ 

タイ山岳民族の子どもたち 

「ずしまちクエスト」ぼうけんのきろく 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

NPO 法成立 20 周年にむけて     

「特定非営利活動促進法（NPO 法）」が、本年 2018 年をもって成立から 20 年を迎え、去る 3 月 19 日に記念フォ

ーラムが開催されました。記録をさかのぼれば、バブル景気の崩壊の年といわれている 1990 年代初期の頃から、民間

の組織体で提起や議論が始まり、民間のシンクタンクでも市民活動に関する調査や研究の記録も残っています。ヨーロッ

パで EU が発足した頃と同時期と記憶しています。 

民間だけではなく、国会議員の中でもタスクフォースや研究会が次々

と発足する中、1995 年阪神淡路大震災が発災しました。復興支援が進

む中、民間非営利組織の制度が必要との声が高まり、官民それぞれのス

タンスを保ちつつ、「市民活動促進案」が、「議員立法」で衆議院に提出

されました。名称の議論の末「特定非営利活動促進法」が成立したの

は、1998 年 3 月 19 日のこと。同年 12 月 1 日より施行されました。 

2018 年 2 月末現在、特定非営利活動法人は 51,839 法人で、内認定法人（特例認定含む）は 1,066 法人となりま

した。日本の新しい社会制度として制定された法律の下で、確実に数は増えていますが、現実を見てみると、認知度に比

べ理解度は相当下回っているように見受けられます。 

NPO 関連の相談業務を施行当初より続けていますが、「NPO ってなんですか」という疑問を投げかける市民は現在も

相当数あり、「NPO にすると補助金が出るのですか」という質問も少なくありません。20 年かけても市民に疑問の残る

制度とは何なのか、何のための制度だったのか、今後 20 年の市民社会のために、確認をしていきたいと思います。 

さて、NPO 法人の皆さん、先月も貸借対照表も情報公開に関する定款変更はしましたか？今回の総会で決議をしてお

かないと 10 月の手続きに間に合わなくなり、過料が課せられることになります。市民交流センターでもご案内のリーフ

レットを用意しています。お気軽にご相談ください。（Te） 
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「居住」を表す言葉である「ハビタット」。災害や紛争などによる街の破壊、都市化によるスラム化や違

法住居など、住む場所を失ったり劣悪な環境下での生活を強いられたりする人達の居住権を守り〝世界中の

誰もが安心して安全に帰れる家“のための支援と〝持続可能なまちづくり”を目標に活動しています。 

この理念のもと、1978 年に国連ハビタットが設立されました。日本ハビタット協会は民間団体の立

場で国連ハビタットに協力し、人間居住環境の改善活動をおこなっています。 

ラオスでの植林事業やケニアでのスマイルトイレプロジェクト（トイレ建設による衛生

環境の改善）など、支援活動は多岐にわたります。そのような活動を支えるのが、3 月に

行われた交流センターのトモイクフェスティバルで市民の皆様から寄付していただいた

外貨コイン仕分け。 

そもそもは成田空港の出国ゲートに置いていた募金箱に日本円に混ざって外貨が多く入る

ようになり、その活用方法を考えた結果生まれたアイデアでした。コインを国別に分ける

外貨ワークショップというイベントを通して世界の国々に興味を持ってもらえたら嬉し

いです。分けていただいた外貨はすべて現金化して現地での支援活動に役立てています。 

活動の目的（誰のため？何のため？） 

具体的な活動内容 

今後の予定 

今後の課

題、抱負

など 

トモイクフェス 

ティバルで好評 

だった外貨募金箱。 

今後も交流センター 

に常設することになりました。 

ご協力よろしくお願いします！ 

FILE NO,8 

主に逗子市で活動している 

市民活動団体を紹介していきます！ 

団体連絡先：Tel&Fax/ 03-3512-0355・HP/ https://www.habitat.or.jp/・E-mail/ info@habitat.or.jp 

認定 NPO法人 

日本ハビタット協会 

専務理事：山本 博子さん 
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20 日 30 年 7 月分抽選結果発表 
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モイクフェスティバル                

  

 

26 土 
 
 

  

 

 

 

 

27 日

 

  

 28 月 
 

 ★ 

 29 火 
 

  

30 水 
 

  

 

 

 

31 木 
 

 ◎★ 

 
★プーチカ １３：００～１５：００ 完泳２コース 

◎水中運動 １０：００～１２：００ 完泳２コース 

◆逗子小  １５：００～１６：００ 完泳２コース 

※予定が変更とな 

る場合もあります。 

ご理解とご協力を 

お願いいたします。 

 

☆情報登録シートの更新手続きをお願いします。 
 
4月 20日より情報登録シートを更新します。 
主な活動分野、代表者・担当者の公開・非公開、公開情報をご記入の上 
期限内に市民交流センターにお持ちください。 
 
その他変更がありましたら、修正して提出してください。 

information 
＊開館時間 

平日、土 9：00～21：00 （受付は 20：00 まで。 

屋内温水プールの入場は 20：00 まで） 

日曜日   9：00～18：00 （受付は 17：30 まで 

 屋内温水プールの入場は 17：30 まで） 

＊休館日   

第1 ・ 3火曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館） 

年末年始（12 月 29 日～翌年 1月 3日） 

 

 

〒249-0006             

神奈川県逗子市逗子４－２－１１     

TEL ： 046-872-3001       

Fax ： 046-872-3003  

E メール ： ac-center@zushi-psc.org 

ホームページ : 

www.city.zushi.kanagawa.jp/kouryu/ 

屋内温水プール 

TEL ・ FAX ： 046-872-3004 

access 

 
＊京浜急行「新逗子」駅より徒歩 2 分 

＊JR「逗子」駅より徒歩 5 分 

（施設内駐車場は台数に限りがありますので、 

公共交通機関をご利用ください。） 

 

 

 

 

 

 

 【開催場所】交流センター１階、喫茶スペース ・ 横 

【開催日時】月～金曜日 １０～１６時（交流センター休館日、祝休日、年末年始を除く）  

※エコ広場お問合せ先  

090-9380-1422（海野） 

 

    
 

 

 エコ広場   
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